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単元名 単元３ 自然界のつながり 

対象校種 □小学校 ☑中学校 □高等学校 □特別支援学校 理科 

教科の 
目 標 

自然環境を調べる観察、実験を行い、自然界における生物相互の関係や自然界
のつり合いについて理解する。 

実践の 
様 子 

本時（３／３） 
①課題「生物の数量を表すピラミッドはど

のように変化するのだろうか。」の確認を
する。
・前時までの振り返りをする。
・本時の見通しをもつ。

②予想する。
・生物の数量を表すピラミッドは時間経

過とともにどのように変化するのか個
人で考える。

・班で考える。

③食物網のつながりから考える。
・班で食物網のつながりを考え、生物の

数量に変化があった場合、その数量は
どのように変化していくのか考える。

④SDGs について考える。
・食物網のつながりをもとに、生物の数

量を表すピラミッドを崩さないように
するために一人一人にできることを考
える。

・SDGs とのつながりを考える。
   ２ 飢餓をゼロに 
   ４ 質の高い教育をみんなに 
   ６ 安全な水とトイレを世界中に 
   ７ エネルギーをみんなに

そしてクリーンに 
11 住み続けられるまちづくりを 
12 つくる責任つかう責任 
13 気候変動に具体的な対策を 
14 海の豊かさを守ろう 
15 陸の豊かさも守ろう 

⑤振り返りをする。
・生態系を守っていくことは、SDGs の 17 個の目標達成に向けた取り組み

につながることを考える。

単元名 持続可能な食生活をめざして 

対象校種 □小学校 ☑中学校 □高等学校 □特別支援学校 家庭科 

教科の 
目 標 

持続可能な食生活を送るために食生活を工夫することができる。 

実践の 
様 子 

① 持続可能な食生活を送るためには，日本の食品ロスが多いことに課題を感じる
という生徒の意見から，最初に食品ロスが起こる原因やその対策について班で考
える活動を行った。食品の（生産）→（加工）→（流通）→（消費）の流れをたどる
ことによって，
食品はどのよ
うな過程で私
たちの食卓に
並ぶのか考え
ていた。

② 「食品ロス」と「SDGｓの②と⑫の
目標」について関連することを個人
で考えた後に，クラス全体で共有し
た。日本の問題を「じぶんごと」とし
て行動に移していきたいという意見
があがった。

③ 2021年の日本のSDGｓ17目標別の達成度を提示した。日本には，多くの課題
が残っているということに生徒は驚いていた。特
に「１，貧困をなくそう」の項目では，生徒たちは，
日本人は満足に生活できていると回答した生徒
が36人中20人で
あった。「食生活」と
「SDGｓ17 の目標」
についての関りをグ
ループで考え，発表
した。生徒は，全ての
項において食生活
が関わっていること
に気が付いていた。

④ 持続可能な食生活を目指して，今日から実践できる取り組みを考える活動を行
った。生徒は，理想ではなく現実と向き合って真剣に考えていた。
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単元名 Beyond Borders 

対象校種 □小学校 ☑中学校 □高等学校 □特別支援学校 英語科 

教科の 
目 標 

ＳＤＧｓのために毎日の生活の中で自分たちにできることを見つけて，英語で表現す
ることができる。 

実践の 
様 子 

活動 

Greeting 

Warm up 

Let’s Watch 

 

 

 

 

Let’s Write 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の詳細 

英語で元気よくあいさつする。 

英語で簡単なゲームをし，ウォームアップする。 

国連 WFP 動画「SDGs ってなんだろう（学生向けバージョ

ン）」を視聴する。 

 

 

 

SDGｓカードを教室に数か所並べ，自分が伝えたいテーマ

をカードを見ながら考え，以下の内容を英文で書く。 

①ＳＤＧｓの何番の目標について書くのか。 

②その目標についての世界の現状 

③その目標のために自分でできること 

 

 

Let’s Speak 

 

 

 

 

Feedback 

自分の書いた英文をグループで発表する。 

 

 

 

 

本時の感想について書く。 
 

 

成果と課題 

 ＳＤＧｓカードがあったことで，実際に生徒は自分の興味のある目標について具体的にイメージをも

ちながら英文を書くことができた。英語の授業に世界の目標であるＳＤＧｓを取り入れたことで，生徒

は英語を使い，表現する必然性が生まれ意欲が大きく高まった。ＳＤＧｓカードや動画など視覚情報

が数多く提供されていることで生徒はわかりやすくＳＤＧｓについて学ぶことができた。 

 今回は英語の授業でＳＤＧｓを取り上げたが，これをきっかけとして他教科でも 

ＳＤＧｓを取り入れた授業展開を校内で進めていきたい。そのためには，年間ＳＤＧｓに関する授業を

何時間以上行うという目標を設定しなければならない。時間はかかるかもしれないが，スモールステ

ップで学校をその方向に向かわせたいと思う。 
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単元名 Think Globally, Act Locally 

対象校種 □小学校 ☑中学校 □高等学校 □特別支援学校 英語科 

教科の 
目 標 

したいことや，する必要のあることなどについて説明したり，尋ねたりする。 

実践の 
様 子 

① ヒントを出し，ペアになった相手に「water」という単語を当てさせる。
We need it. We drink it every day. It’s important for us to live.
Some people cannot get it easily.

水をめぐる問題についての動画視聴をしていたので，水について予想とは違うヒント
が出されていた。 

② すごろくトーキングに挑戦した。
Draw a card.に止まると,ＳＤＧｓカード１７枚の内
から１枚カードを引く。 
引いたカードに書かれた目標（the goal）について
考えた。 
What do you want to do for the goal?という
問いに対して， 
I want to save forests.  
I want to use eco bags.  
I want to make many wells. 
I want to clean our town. 
I want to make posters for people in need. 
I want to be a nurse and help old people. 

はじめ主語が I であったのが次第に 
We に変わり  
We need to help sick people. 
We need to study different countries. 
すごろくではあるが,ゴールを目指すのではなく，ＳＤＧｓのゴールについてたくさん意見
を持ち寄り,考えを深めることが目的であった。ジェンダーの問題についてカードを引
いた生徒は何ができるのか暫く悩んでいた。やがてグループの仲間が, I want to be 
friends with everyone.と言った。 That’s a good idea. I think so, too. 等
同意の声が上がっていた。ＳＤＧｓすべての項目が掲載された表を見せると, 中学生
が比較的考えやすく身近な問題についてだけ話したり調べたりする傾向にある。本時
のように,すべてのカードの中から１枚を引き，その目標を達成するために何がしたい
か,必要なのかについて考えることは生徒にとって難しくなかなか答えが出せないもの
もあった。協同的に学習することで，１つでも２つでも目標達成のための考えを導き出
すことができた。カードにたくさん触れるうちに,「この番号は何だろう。」「１番目は貧困
だ。」など興味や関心がわいてくる生徒もいた。英語の面を見て，「この目標はこう英
語で言うのですね。」と話す生徒もいた。見せるだけでなく触れさせることができるカー
ドはＳＤＧｓをもっと生徒に身近なものにさせたと思う。 

単元名 
スキー宿泊学習に向けて！！ 

～ 係活動の目標を，ＳＤＧｓの視点から考えよう ～ 

対象校種 □小学校 ☑中学校 □高等学校 □特別支援学校 学級活動 

教科の 
目 標 

持続可能な社会をつくるため，今，自分が活動に移すことのできることを考え
ることができる。 

実践の 
様 子 

① 各係（部屋長・保健・食事・入浴）にわかれ，
４～５人のグループをつくり活動を行った。担任
から，宿泊を行う上での心構えや係の活動内
容を説明し，活動内容に関連のあるＳＤＧｓの
目標を話し合いで選択することから始めた。 

 
 
② 各係の話合いで，自分たちの係活動に関連のあるＳＤＧｓの目標を決めた後に，

自分たちがどのような点に気を付けて生活し，活動につなげていくかについて話し
合った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
③各係の立てた目標の例 

部屋の係 SDGs 目標と話合い内容 決まった目標 

班長 

（10 番・16 番・１７番） 
・責任がともなう係だからこそ，
班員のことを考えて，公平に
接することができるようにして
いこう。 

・思いやり，仲良くすごそう。 
・各係が決めた目標を協力して達
成できるように声をかける。 

・みんなが過ごしやすい環境作り
を目指す。 

保健 

（3 すべての人に健康と福祉を） 

・朝の体温チェックやＴＰＯをわ
きまえた服装をするなど呼び
かけたい。 

・規則正しい生活と，早寝，早起
き，3 食ご飯。 

・部屋の適切な温度調整を！！ 

食事 
（12 つくる責任つかう責任） 
・食べ物に感謝して，できるだ
けの残さず食べる。 

・食べ物に感謝してできるだけの
残さず食べるように班員に呼び
かけを行う。 

入浴 

（３番・６番・１４番・１７番） 
・水の出し過ぎや，石けんの使
いすぎは注意したい。 

・清潔に過ごすためにしっかり
入浴時間を取る。 

・冷えた体を芯から温めよう。 
・ゆずり合いの気持ちをもって入
浴をスムーズに！！ 

・水の使いすぎ，環境への配慮
を!! 

 

 



68 69

単元名 Think Globally, Act Locally 

対象校種 □小学校 ☑中学校 □高等学校 □特別支援学校 英語科 

教科の 
目 標 

したいことや，する必要のあることなどについて説明したり，尋ねたりする。 

実践の 
様 子 

① ヒントを出し，ペアになった相手に「water」という単語を当てさせる。
We need it. We drink it every day. It’s important for us to live.
Some people cannot get it easily.

水をめぐる問題についての動画視聴をしていたので，水について予想とは違うヒント
が出されていた。 

② すごろくトーキングに挑戦した。
Draw a card.に止まると,ＳＤＧｓカード１７枚の内
から１枚カードを引く。 
引いたカードに書かれた目標（the goal）について
考えた。 
What do you want to do for the goal?という
問いに対して， 
I want to save forests.  
I want to use eco bags.  
I want to make many wells. 
I want to clean our town. 
I want to make posters for people in need. 
I want to be a nurse and help old people. 

はじめ主語が I であったのが次第に 
We に変わり  
We need to help sick people. 
We need to study different countries. 
すごろくではあるが,ゴールを目指すのではなく，ＳＤＧｓのゴールについてたくさん意見
を持ち寄り,考えを深めることが目的であった。ジェンダーの問題についてカードを引
いた生徒は何ができるのか暫く悩んでいた。やがてグループの仲間が, I want to be 
friends with everyone.と言った。 That’s a good idea. I think so, too. 等
同意の声が上がっていた。ＳＤＧｓすべての項目が掲載された表を見せると, 中学生
が比較的考えやすく身近な問題についてだけ話したり調べたりする傾向にある。本時
のように,すべてのカードの中から１枚を引き，その目標を達成するために何がしたい
か,必要なのかについて考えることは生徒にとって難しくなかなか答えが出せないもの
もあった。協同的に学習することで，１つでも２つでも目標達成のための考えを導き出
すことができた。カードにたくさん触れるうちに,「この番号は何だろう。」「１番目は貧困
だ。」など興味や関心がわいてくる生徒もいた。英語の面を見て，「この目標はこう英
語で言うのですね。」と話す生徒もいた。見せるだけでなく触れさせることができるカー
ドはＳＤＧｓをもっと生徒に身近なものにさせたと思う。 

単元名 
スキー宿泊学習に向けて！！ 

～ 係活動の目標を，ＳＤＧｓの視点から考えよう ～ 

対象校種 □小学校 ☑中学校 □高等学校 □特別支援学校 学級活動 

教科の 
目 標 

持続可能な社会をつくるため，今，自分が活動に移すことのできることを考え
ることができる。 

実践の 
様 子 

① 各係（部屋長・保健・食事・入浴）にわかれ，
４～５人のグループをつくり活動を行った。担任
から，宿泊を行う上での心構えや係の活動内
容を説明し，活動内容に関連のあるＳＤＧｓの
目標を話し合いで選択することから始めた。 

 
 
② 各係の話合いで，自分たちの係活動に関連のあるＳＤＧｓの目標を決めた後に，

自分たちがどのような点に気を付けて生活し，活動につなげていくかについて話し
合った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
③各係の立てた目標の例 

部屋の係 SDGs 目標と話合い内容 決まった目標 

班長 

（10 番・16 番・１７番） 
・責任がともなう係だからこそ，
班員のことを考えて，公平に
接することができるようにして
いこう。 

・思いやり，仲良くすごそう。 
・各係が決めた目標を協力して達
成できるように声をかける。 

・みんなが過ごしやすい環境作り
を目指す。 

保健 

（3 すべての人に健康と福祉を） 

・朝の体温チェックやＴＰＯをわ
きまえた服装をするなど呼び
かけたい。 

・規則正しい生活と，早寝，早起
き，3 食ご飯。 

・部屋の適切な温度調整を！！ 

食事 
（12 つくる責任つかう責任） 
・食べ物に感謝して，できるだ
けの残さず食べる。 

・食べ物に感謝してできるだけの
残さず食べるように班員に呼び
かけを行う。 

入浴 

（３番・６番・１４番・１７番） 
・水の出し過ぎや，石けんの使
いすぎは注意したい。 

・清潔に過ごすためにしっかり
入浴時間を取る。 

・冷えた体を芯から温めよう。 
・ゆずり合いの気持ちをもって入
浴をスムーズに！！ 

・水の使いすぎ，環境への配慮
を!! 
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単元名 Think Globally, Act Locally 

対象校種 □小学校 ☑中学校 □高等学校 □特別支援学校 英語科 

教科の 
目 標 

したいことや，する必要のあることなどについて説明したり，尋ねたりする。 

実践の 
様 子 

① ヒントを出し，ペアになった相手に「water」という単語を当てさせる。
We need it. We drink it every day. It’s important for us to live.
Some people cannot get it easily.

水をめぐる問題についての動画視聴をしていたので，水について予想とは違うヒント
が出されていた。 

② すごろくトーキングに挑戦した。
Draw a card.に止まると,ＳＤＧｓカード１７枚の内
から１枚カードを引く。 
引いたカードに書かれた目標（the goal）について
考えた。 
What do you want to do for the goal?という
問いに対して， 
I want to save forests.  
I want to use eco bags.  
I want to make many wells. 
I want to clean our town. 
I want to make posters for people in need. 
I want to be a nurse and help old people. 

はじめ主語が I であったのが次第に 
We に変わり  
We need to help sick people. 
We need to study different countries. 
すごろくではあるが,ゴールを目指すのではなく，ＳＤＧｓのゴールについてたくさん意見
を持ち寄り,考えを深めることが目的であった。ジェンダーの問題についてカードを引
いた生徒は何ができるのか暫く悩んでいた。やがてグループの仲間が, I want to be 
friends with everyone.と言った。 That’s a good idea. I think so, too. 等
同意の声が上がっていた。ＳＤＧｓすべての項目が掲載された表を見せると, 中学生
が比較的考えやすく身近な問題についてだけ話したり調べたりする傾向にある。本時
のように,すべてのカードの中から１枚を引き，その目標を達成するために何がしたい
か,必要なのかについて考えることは生徒にとって難しくなかなか答えが出せないもの
もあった。協同的に学習することで，１つでも２つでも目標達成のための考えを導き出
すことができた。カードにたくさん触れるうちに,「この番号は何だろう。」「１番目は貧困
だ。」など興味や関心がわいてくる生徒もいた。英語の面を見て，「この目標はこう英
語で言うのですね。」と話す生徒もいた。見せるだけでなく触れさせることができるカー
ドはＳＤＧｓをもっと生徒に身近なものにさせたと思う。 

単元名 
スキー宿泊学習に向けて！！ 

～ 係活動の目標を，ＳＤＧｓの視点から考えよう ～ 

対象校種 □小学校 ☑中学校 □高等学校 □特別支援学校 学級活動 

教科の 
目 標 

持続可能な社会をつくるため，今，自分が活動に移すことのできることを考え
ることができる。 

実践の 
様 子 

① 各係（部屋長・保健・食事・入浴）にわかれ，
４～５人のグループをつくり活動を行った。担任
から，宿泊を行う上での心構えや係の活動内
容を説明し，活動内容に関連のあるＳＤＧｓの
目標を話し合いで選択することから始めた。 

 
 
② 各係の話合いで，自分たちの係活動に関連のあるＳＤＧｓの目標を決めた後に，

自分たちがどのような点に気を付けて生活し，活動につなげていくかについて話し
合った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
③各係の立てた目標の例 

部屋の係 SDGs 目標と話合い内容 決まった目標 

班長 

（10 番・16 番・１７番） 
・責任がともなう係だからこそ，
班員のことを考えて，公平に
接することができるようにして
いこう。 

・思いやり，仲良くすごそう。 
・各係が決めた目標を協力して達
成できるように声をかける。 

・みんなが過ごしやすい環境作り
を目指す。 

保健 

（3 すべての人に健康と福祉を） 

・朝の体温チェックやＴＰＯをわ
きまえた服装をするなど呼び
かけたい。 

・規則正しい生活と，早寝，早起
き，3 食ご飯。 

・部屋の適切な温度調整を！！ 

食事 
（12 つくる責任つかう責任） 
・食べ物に感謝して，できるだ
けの残さず食べる。 

・食べ物に感謝してできるだけの
残さず食べるように班員に呼び
かけを行う。 

入浴 

（３番・６番・１４番・１７番） 
・水の出し過ぎや，石けんの使
いすぎは注意したい。 

・清潔に過ごすためにしっかり
入浴時間を取る。 

・冷えた体を芯から温めよう。 
・ゆずり合いの気持ちをもって入
浴をスムーズに！！ 

・水の使いすぎ，環境への配慮
を!! 

 

 



70 71

単元名 学校生活を向上させよう（学校の生活つくり） 

対象校種 □小学校 ☑中学校 □高等学校 □特別支援学校 学級活動 

教科の 
目 標 

学校生活を振り返って，自分たちのルールやマナーに対する取り組や考え方の
特徴を知り，学校生活向上のため改善を図る。 

実践の 
様 子 

◎ＳＤＧｓカードを黒板に貼り，ＳＤＧｓと課題に関連性をもたせる。

〈１時間目〉 

① 班ごとに学校生活の中の「ルールやマナー」を

に思いつく限り付せんに書き出す。

② 「ルールやマナー」の『重要度』と『守れてい

る度』をルールメーターに張り出していく。

守れない理由や重要と考える理由に注目し話合

いを進めていく。

③ 班ごとに話し合いの中で出された意見を発表する。

④ 学校生活セルフチェックシートで振り返りをし,「クラス全員で守りたい決まり」について考え

る。

〈２時間目〉 

① 「クラス全員で守りたい決まり」についての集計結果を学年委員が報告する。

② 「クラス全員で守りたい決まり」について,守ると良い点,守らないと不都合な点について考

え,付せんに書き出していく。

③ 班ごとに「不都合な点」を自分・相手・集団の視点から分類していく。

④ 班ごとに「クラス全員で守りたい決まり」の守る意義を考え,班ごとに発表していく。

⑤ 話合いから,自分が守りたい決まりについて,目標設定し（（ＳＳＤＤＧＧｓｓ理理解解促促進進ツツーールル「「ひひととこことと

多多いい張張りり紙紙」」（（国国際際協協力力ＮＮＧＧＯＯセセンンタターー：：ＪＪＡＡＮＮＩＩＣＣ）））に記入する。

単元名 SDGｓと私たちの生活がどのように関わっているのかを考える 

対象校種 □小学校 ☑中学校 □高等学校 □特別支援学校 総合的な学習の時間 

教科の 
目 標 

私たちの生活がよりよくなるためには、SDGｓの目標がどのように関わればよ
いか考える。そのために目標について興味関心を持つとともに、目標について
の内容をより詳しく学ぶ。 

実践の 
様 子 

 
① 『私たちの暮らよりよくなるために』というテーマで、班ごとにウェビングマップで

考える。 
・私たちの暮らしをよくするためにはどのような街づくりが必要かをグループで話
し合う。 

 
② ウェビングマップの内容が 17 目標のどの項目に当てはまるか考える。 
  
③ 各班でまとめたウェビングマップを、黒板でボードを用いながら発表する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 各班の説明を聞き、自分たちが興味を 

もった目標の１つについて、パンフレットを 
作成する。 
・各班でパンフレットの調べる項目を分担する。 
・個人用タブレットで調べたり、図書室 
にある本や資料を用いたりして、調べる。 

 

 




